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インディカ水稲の育種に関する研究

金 田 忠 コー7
1
 

駐在場所：国際稲研究所 (IRRI) フィリピン~

熱熱農業研究センクー

とし、われるのは，これによると考えられる。一方，知

駐在期間： 1968年2月-1971年3月（予定） 程性を相調とした耐倒伏性品種は少なくないが，母本

箪者は国際稲研究所の育種部に客員研究員として駐 的価値のあるのはそう多くない＾．将来，機械によるf忙

在し，現在に全．，てし、る＾初めの 1年半は独日の研究 苗移柏や1宜播栽培に向く耐倒伏件品種は，従来の移柏

テーマで，研究所の厖設，労））を借りて研究に従事し 栽培におけるそれとは異なってよく，茎数を躾竹にし

たが，以後は研究所の打種事業のりち，卜1印交雑系統 ても秤をり直くすることが必要である

について，その喪成・選抜，生産力検定，低温抵抗性 以上の観点から，東南アジア諮国，南北アメリカて

検定，採栢栽培をも担当するようになった。本稿で 耐倒伏性品種といわれているも八及び IRRIの強肝

は，耐倒伏性，耐虫性，低温抵抗性の育種と基礎調査 系統，合計約 160を供試し， 1968年園季作には撓叫型

について略述し，印度型 (indica)と日本型 (japonica) を主に， 1970年乾季作には挫折型を主こ耐倒伏It品

両水稲の育種に果す相互の役割を紹介したい． ＇種を調壺した。

この結果，台湾，フ，，リピン， タイ， イソド不ンア

耐倒伏性に関する研究 アメリカ，スリナムなどの品種を広く母本に用し、-;こし

1 耐倒伏性に関する追仏臼原の探索と日本硝への る IRRIり）系統0)中に高度の抵抗I牛りものが多く見出

遵人 されたe これらはレイメイを合も•日本稲 3品種と交配

indica水稲の耐倒｛｝ミ性の改良は， IR8町炒の開発によ され， 1971年雨季作ではF,世代が五成・選抜される

i)飛躍的に進んだc この影響は，現在のインドさタイ・ 一方，本調査に人るtliJに強秤・I庁・良質・I生で選定され

セイロンなどにおげる育種材料に強く現われてし、る' 、た Milfor6(2), SML 2.J-2を父本とし． 日本稲を反復

ーカ，短秤化が早くから進んでし、た日本稲では，交配 親とした交雑系統は B1F" flt代となー．て怜り， ー・部は

母本の選択に困鯉を感じてきている． H本稲の耐倒仏 日本国内でも検討を進めてし、;.',,mmでの 1971年乾

性品種の多くは，怪稲戦掟からその強肝骨遣伝rをぅ 季作では，杓八），J吋斤抵抗）］は indica親には及ばな．．

げついだもので，倒t人に強し、品柿は米質・食味が劣る が，かはり強和で，良質のも玖）があっt.::(第 1表）（

第 1表

系（品統秤番名）け 交配組合せ 列番号 11 
門.,. 穂数 爪心臼股白

KC 10-2-6-6-2 レイメイ，;2x'¥1ilfor 6 (2) 8-!7 70 99 13 4, -i8 0 2 

KC 11-3-1--1-1 フジ~ ミノリ '2x
＂ 

855 70 107 11 "-・;:i-b 、

゜Yiilfor 6 (2) 860 96 124 11 8.92 2 

KC 11-: フジミノリ，'2x Milfor 6 (2) 868 71 111 10 :i,60 1 り

フジミノリ 880 70 98 11 ,L 82 （） l 

KC 11、・・1-2--+--+・-3 I、トロキワセ 2xSML212 892 76 112 10 5.52 0 （＼ 

KC 14-2-7-2-7--2 同 l: 919 76 101 ， 6.8i （） * I) 
トドロキワセ 920 (i;i 92 11 fi.06 Ii 

レイメイ 940 (i] 87 12 l.20 （） ！） 

SML 242 980 98 114 lll 7.50 （） {~) 

IべC 16-2-4-11-:J-3 レイメイ/2xS:VIL2!2 99:i 71 90 10 4疇3+

゜
0 

レイメイ 0(10 67 87 1:3 t.H 

゜゜--. -- -- ---------- -

（江） 1. 列番け： 82,000番台 2. 性折抵抗））： 5 茎当 •J'kg

:=i. 心白，股白：無＝（），多=5の6段附，＊：ま，ごく良質
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第 2表 2交配組合せにおける倒伏の難易両系統群間の特性の差異

交配組群合せ 草(cm高) 
秤長 cLr 挫折穂 抵抗）］

及び 別 (cm) （出後3週間） 行隈の1厚さ
------・ ・--一ー•一―- -- ----

IR ::;so 

倒伏難 (4系統） 93.3 67、1

倒伏易 (3系統） 89.2 62.9 

差の有怠件 *** *** 
rn 5:12 
倒伏難 (-l系統） 94.6 62.0 

倒伏易 (4系統） 99.3 71. :i 

,'tの有應、性 * * * ＊＊＊ 

2 インディカ水稲のI耐倒伏性の検定法

在来inclicaは一般に著しく長程で，耐倒伏性品種と

ぱ倒伏の超る時期の遅いもり）といえた。知固indicaの

出現はしかしこ v')概念を破り，乾季には成熟期まで倒

（、たがみられなし、場合も少芯く： fにし、

捏折限倒伏を示すindica水楢では従来効本的に耐倒

伏性を検定するガ法はなかっにが， 1969年乾季作に試

みたバネ杵法は，成熟期に倒伏（｝）起っていない場合

でも，系統間の耐倒伏性の芯異を検出するのに打効て

あった'.)

これは出穂後 3週間のとき，地上約 7cmの打叶斤抵

抗りを 3、9 り裟ごとにバネ秤で測定し， l茎崎りの所

要力を kgで表示したものてある内生産)]検定試験い

材料から29品f舟系統を選んで3反役で測定した結果，

冑長やモーメントは倒仏に閃係が左いりに，挫折抵抗

0.225 1. 29 

o. 19-i 1.07 

＊＊＊ *** n s 

0.223 l. 18 

0.1% 1.00 

＊＊＊ ＊＊＊ n s 

)Jは飩い有麻の相関が認められた＾同年市手作立）試験

ぱこれを確認するもので，例伏易の系統群と難の系統

群とを明確に区別する指椋になり得るのぱ挫折抵抗力

と cLr値て＼ 章高， fり長，秤壁の厚さは不可であ
J, ヽ
k,c 

耐虫性に関する育種

1 トビイロウンカ抵抗性

ウンカ・ヨコバイ耐｀虫性につ lヽ てぱ，ナでに本誌第

18号に概略と述べ,japonicaで， ウンカ抵抗性極強い

ものが育成されつつあることを記しにが，その後19,11

年雨季および翌乾季の選抜で， l・ くつかの耐虫性固定

系統が得られた。

これらは，父本のインド品種 Muclgoと同程I支））択

抗叶をもち，苧姿・出穂性，料即，アミロース合鼠，:::

第3表 ホウヨク .x:'v!udgo F.s系統の耐虫性その他の特性 (1971年乾手作）

出穂迄H数 精白米 閏化 アミロース

系統番号 列番号 耐虫l叶 心白 /j以（」
乾手 1'1'1季 長さ 刑L ,,伽,,・ I―斐,_ へ凸 上由丸． （）（， 

KC 1--J-6-、9-2-1 53ば 極強 6J 9:l s B II 0 H!HI 20.6 

KC 1--1-8-5 3-1 542 
＂ 

68 95 MS Nill （） （） H!L 19.6 

KC l-l-8-'.J『-2 5!8 
＂ 

68 89 ” B ゜
（） L 20.11 

KC 1、-1-8-11-:i-l SCi6 ” 68 89 ” :¥1B 0 l L 
20.6 

KC l--1--8-14-1-1 569 ＂ 
72 89 s B （） L 20.0 

KC l-4-8-17-2-2 ;-)/~r ;, 

” 63 87 MS ” 
I) 2 H HI 17,8 

ホウヨク 580 極弱 G:l 78 s :¥,1}3 （） 1 L 19.3 

:'vludgo 極恢 61 78 Y!S B （赤米） 30.1:i 

｛注） 1、 出穂迄日数雨季データは， 1970年のもの

2. 米の長さ，形の分類は USDAの規準による，へ長さ S=短， MS=中短， M=中，

型 B=bold (輻／長比大）， M=medium

ふ 心白，投白：第 1表参照

4. 間化温度： H=喜 I=中， L=低

C). 列番号 8:3000番台
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母木のホウヨクに似る。アルカリ崩壊度は分離中のも れ， born期に試験されたのをはじめ， 1970年雨季に

りや，好ましくなし、も o) (H型）がし、くつかあるつ は共通の 330系統を韓国，ネバール，西パキスタン，

この組合せの凡にコチカゼを交配し，その I灯をウ カシミ←ール，カリフォルニアなどで検定した

ンカで鳳太したあとの生―i'{個休に由来する系統には， これに先立って1970年 3月，東南アジア諸国を中心

脱粒性で改善されたものがある。しかし，（ホウヨク X に，約20カl-1ilを対象としてアンケートを行ない，稲ハ

:¥'ludgo)の F3で耐虫件程襄O)著しく向い集団から得 低温障実に閃する実態を調査した。

た附体を母本とした多くの組合せでは，その集団の登 限られた紙面のため，わが国におげる冷害と著しく

琺1期にみられた開放型分けつや不稔性などが，後代系 異なる低温隣害な述べれば，それは（ダi/えば東バキスタ

統におし、て，酎虫骨ーーと強く連鎖してし、ることが認めら ン・cl) born期の稲にみられるn 栄養成長期中期におげ

1いこれらの組合せては選抜ぱ困難な見通しであるわ る下岐の黄化や，稲体の著しい伸長停止がそ 1/)特徴て

2 ツマグロヨコバイ抵抗性 あるが，出穂から登熱期にかけて急激に気温が卜-昇

トヒイロウンカ抵抗性遣伝了がごく最近まで在来 し，極早生ないし早牛を除いては正常に稔実する-ii' 
inclicaにのみ認められていたのに対し，ツマグロヨコ 目ずべきことは伸長停止型の冷古に弱い系統は一般に

バイ抵抗性は， msや他の多くの IRRI系統にも無怠 出穂が遅延しやすく，そのために不稔型の冷古を回避

試のうちにとり込まれていたことや，遣伝子の数や即 するのに対し，然らざる早生系統は置甚刑冷古を 3:t 

/)間姐（熱研集報第18号）から，百種技術上はより容 ることがあるということで，端的にみると，遅廷型に

易こ扱しヽ得ると考えられる。 弱し、ものは見かけl二，障書刑冷害に強し、とし、り結果が

箪省の育種材料はこの耐虫性の日本稲への導人を第 みられ，単純ではない、

一義としたものてはなく，次項に述べる低温抵抗性の IRRI O)乾季、由手にぷける温疫， 11長の芹児を考

官釉のための組合せに耐虫袢系統を父本として用いた 慮に人れに，系統の出穂性に閃する情報は，韓国にお

ものであるr よって交配番号には IRを冠してある げる出稔の早晩を予測するのに30~359,,しか役に立た

1971年iii期には凡系統が義成されてい之い ないこと，特に， indica水稲でそJ)予測精度が低くな

以上の IRR!における耐虫性は，台湾におし、ても安 ることが知られたぢ残りの65~7(臼ぅ J)かなりい部分が

, ,1.: していることが1970化の試験で知られてし、るが，日 系統間の低温抵抗i生の差異で説明されるのではなし、か

本に裕げる検定は今後の課粗である と考えている0

西パキスタンで冷水掛流し法で IRRIJJ Cl印交雑系

低温抵抗性 統を検定したとき，萎縮度が軽く, I廿穂登熟に予→，ー

IRRIの系統が熱借のみならず温脩地域でも積極flり ものはほとんと， iaponica(振卯，八迅，フシミノリ

、こ杖培されるよりになり，そii)温度要求度が間足にさ レイメイ．など）を 2回 indicaにかげたもりであり，

れるよりになうに牛介初期の黄化．姿縮，出穂遅廷， 単父配や indicaが2同以L人）たも J)は耐冷水性が

咄穂不全その他が，温帯あるし、は禍地での IR8など 劣った（｀しかし，闊冷地で蒐集した在来品柿の中に土

てitUされ， IRR! 系統.-.、り低担拭抗性J)附炉の必要 indicaピ7,-られるもりが稀ではばI、、J)で， mRI U)低

乳が111卜ばれはじめた~、 温抵抗性育種は，対象地域に応じて s こ＂した indica

1969年雨手で選抜された日印交雑系統が初めて認識 品種を研究• 利用するここにより，そハ将米は大I, • -

的に低温抵抗性を検定ずるために東バキスタンに送ら 期待される


	名称未設定

